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今
後
の
日
程
（
予
定
） 

○
四
月
～ 

各
地
道
政
報
告
会 

○
五
月
十
三
～
十
四
日 

一
斉
委
員
会 

○
五
月
下
旬 

二
定
補
正
ヒ
ヤ
リ
ン
グ 

○
六
月
三
～
四
日 

一
斉
委
員
会 

○
六
月
十
～
二
十
七
日 

二
定
議
会 

○
六
月
～ 

道
政
懇
話
会 

○
七
月
七
～
九
日 

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト 

○
夏
季
道
政
報
告
会 

七
月
中
旬 

期
待
し
て
ま
す
！ 

木
村
さ
ん 

後
援
会
総
会
で
、
発
足

以
来
今
日
ま
で
会
長

を
務
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
、
松
原
秀
雄
さ
ん

に
代
わ
っ
て
会
長
に
就

任
し
た
藤
田
哲
雄
さ

ん
。「
木
村
峰
行
北
海

道
議
会
議
員
に
対
す

る
、
ご
指
導
・
ご
支
援

を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。」 

○
道
立
旭
川
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
改
築
請
願 

道
北
・
道
東
圏
域
を
対
象
に
、
脳
性
ま
ひ
や
発

達
障
害
な
ど
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
総

合
的
な
療
育
を
行
う
拠
点
施
設
と
し
て
、
ま
た
、

地
域
の
「
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
対

す
る
専
門
的
な
支
援
を
行
う
中
核
的
施
設
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和

五
十
五
年
に
全
面
改
築
以
来
二
十
七
年
が
経
過

し
、
そ
の
役
割
に
つ
い
て
も
療
育
ニ
ー
ズ
の
拡
大

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
先
般
、
北
海
道
議
会
に
、

旭
川
肢
体
不
自
由
児
父
母
の
会
は
じ
め
多
く
の

関
係
団
体
か
ら
、「
改
築
と
役
割
の
充
実
を
求
め

る
」
請
願
書
が
提
出
さ
れ
、
議
会
各
会
派
の
賛

同
に
よ
り
受
理
さ
れ
た
。
私
は
、
平
成
十
八
年

度
決
算
特
別
委
員
会
で
取
り
上
げ
、
知
事
は
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
答
弁
し
た
。 

○
道
路
特
定
財
源
に
対
す
る
民
主
党
の
意
見 

 

「
緊
急
措
置
と
し
て
、
昭
和
二
十
九
年
に
創
設
、

暫
定
税
率
は
、
道
路
整
備
加
速
の
た
め
昭
和
四
十

九
年
に
設
け
ら
れ
た
。
昨
今
、
特
定
財
源
で
あ
る

が
ゆ
え
の
、「
ム
ダ
」「
目
的
外
の
使
用
」
で
批
判

が
高
ま
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
社
会
保
障
や
教
育
な

ど
の
重
要
性
が
飛
躍
的
に
増
大
し
、
地
域
に
お
け

る
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
政
策
判
断
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
地
方
分
権
国
家
の
樹
立
の
視
点
か
ら
も
、
特

定
財
源
制
度
は
廃
止
し
て
一
般
財
源
と
し
、
地
方

の
自
主
財
源
と
し
て
、
地
方
が
自
主
的
判
断
で
き

る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。
暫
定
税
率
は
、
基
本
税

率
に
上
乗
せ
し
て
国
民
に
負
担
さ
せ
て
い
る
も
の

で
あ
り
廃
止
し
、
特
に
、
地
方
に
お
け
る
世
帯
あ

た
り
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
、
都
市
と
地
方
の
格
差

を
是
正
す
べ
き
で
あ
る
。 

道
立
羽
幌
病
院
調
査 

民
主
党
あ
さ
ひ
か
わ
大
会 

道
立
旭
川
療
育
セ
ン
タ
ー
請
願
団
体
を
代
表
し
て 
平
山
会
長
か
ら
保
健
福
祉
部
長
へ請
願
書
提
出 

道
立
占
冠
診
療
所
調
査 

私
立
学
校
代
表
者
の 

要
請
受
け
る 

網
走
管
内
道
政
懇
話
会 

道
北
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ガ
ソ
リ
ン
税
に
つ
い
て

業
界
団
体
訪
問 


